４年　国語科学習指導案　　
１．日　　時　平成30年２月２日（金）（14：00～14：45）
２．学年・組　第４学年１組　在籍22名　　２組　在籍24名
３．単 元 名　つながりのある物語を読み「本のソムリエ～読書会～」で読書のおもしろさを伝えよう（「世界一美しいぼくの村」「世界一美しい村へ帰る」小林　豊　４年下）
４．付けたい言語の力とそれにふさわしい言語活動
本単元で付けたい言語の力を「Ｃ読むこと」の指導事項ウ「場面の移り変わりに注意しながら、登場人物の性格や気持ちの変化、情景などについて、叙述を基に想像して読むこと」、指導事項オ「文章を読んで考えたことを発表し合い、一人一人の感じ方について違いのあることに気付くこと」とする。この付けたい力を育むために、「本のソムリエ～読書会～」という言語活動を取り入れる。「本のソムリエ～読書会～」では、並行読書として、つながりのある物語（シリーズの本）を読んで、物語を読む面白さを紹介する。
この言語活動では、並行読書を進めてきた本の中から自分が紹介したい本を選び、三つの観点を基に発表メモを書くことを通して登場人物の心情を推測したり、その根拠になる叙述を読み深めたりすることができる。また、感じたことや考えたことを交流することで、つながりのある物語（シリーズ本）を読む面白さや表現の工夫、友だちとの感じ方の違いに気付くことができる。
従って、本単元で付けたい言語の力を実現するのにふさわしい言語活動であると考える。
５．単元観の関連
　　前教材（４年・９月）　　　本教材（４年・１０月）　　　　次の教材（５年・６月）　　　
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  はかいされた   ・美しい自然   ・さくらんぼに木   ・すももの木   ・あんずの木   ・パグマンの村  
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  はかいされていない   ・ヤ モの家族     父さん・母さん・赤ちゃん   ・ポンパー   ・バハール   ・楽しかったこと   ・思い出  


６．学習目標
　　　　○　つながりのある物語を読み、感じたことや考えたことなど、読書のおもしろさについて伝え合う。
・　場面の移り変わりに注意しながら、登場人物の性格や気持ちの変化、情景などについて、叙
述を基に想像して読むことができる。
・　文章を読んで考えたことを交流し合い、一人一人の感じ方について違いのあることに気付
くことができる。
　　　７．評価規準
	国語の関心・意欲・態度
	読む能力
	言語に関する事項

	・　目的に応じて、いろいろな本や文章を読む。（Ｃ－カ）
	・　場面の移り変わりに注意しながら、登場人物の性格や気持ちの変化、情景などについて、叙述を基にして読む。（Ｃ－ウ）

・　文章を読んで考えたことを交流し合い、一人一人の感じ方について違いのあることに気付くことができる。（Ｃ－オ）
	・　表現したり理解したりするために必要な語句を増し、また、語句には性質や役割の上で類別があることを理解すること。（Ｃ－オ）


　　　８．指導にあたって
【単元観】　　　　　　
本単元では、つながりのある物語を読み、中心となる出来事や共通する表現などに着目して物語のつながりを考えたり、言葉を引用したりして、感じたこと（心に残ったこと）を伝えることをねらいとしている。
本単元で扱う教材①「世界一美しいぼくの村」は、アフガニスタンのパグマンという村に住む少年ヤモのある夏の一日を通して、故郷や家族に対する愛を深め、成長する様子が描かれた物語である。ヤモの家族への思い、市場で出会った人々の優しさ、パグマンの村を愛する想いなど、様々な愛を感じる描写と、戦争の恐ろしさや悲惨さを感じる描写が交互に描かれている。特に、希望をもって一日を終えた後の結末の一文は、衝撃的な結びとなって物語を締めくくる。そして、この一文で終わっているからこそ、つながりのある作品を読むことに自然とつながっていく。
本単元で扱う教材②「世界一美しい村へ帰る」は、ヤモの友人ミラドーの視点から、戦争で破壊された村の様子やヤモとの再会の様子などが描かれている。教材①でも描かれた「村への思い」「家族への思い」「人の優しさ」に加え、新たに「友情」や「未来への希望」を強く感じさせる物語である。
【指導観】
今回の学習では児童が主体的に物語を読み進めるようにし、つながりのある物語を読むことでより深く作品世界を味わえることを実感させたい。
第Ⅰ次では、第Ⅲ次の「本のソムリエ～読書会～」の見通しをもつことができるようにする。「本のソムリエ～読書会～」とは、つながりのある物語（シリーズの本）を読んで、物語のおもしろさを紹介する言語活動である。自分が読んだ本の面白さを友だちに伝え、また友だちの発表を聞くことで、今後の読書生活に生かすことができるようになることをねらいとしている。
どのような観点で読書を楽しみ、つながりのある本を紹介すればよいのかを児童に知らせるために、指導者が模擬「本のソムリエ～読書会～」を行う。
まず、アーノルド・ローベル作「ふたり～」シリーズの中から『ふたりはともだち』より「おはなし」と、『ふたりはいっしょ』より「よていひょう」を、大型テレビに挿絵を映しながら読み聞かせをする。聞くときの観点として、①２冊を読み比べて初めてわかったこと　②登場人物の人物像（２冊の共通点）を考えながら聞くように伝える。児童は指導者の発表を聞いて、第Ⅲ次「本のソムリエ～読書会～」のイメージをもって、学習計画を立てる。
並行読書に用いる本は、本教材のように「同じ人物が出てくるお話や、同じ場所にまつわるお話」から選書する。つながりのある物語を読むことで、人物像や世界観がより膨らみを増し、愛着や親しみをもって読むことができるようになることに気付かせたい。並行読書で読み終えた本については、作者や感想を「ブックリスト（資料②）」にまとめておき、第Ⅲ次での発表に生かす。
また、アフガニスタンの自然や文化、位置などについて知ることができる資料を掲示しておき、児童が物語の場面を具体的にイメージしながら読み進めることができるような環境を整えておく。

一人学びの時には、初発の感想、難語句の意味調べ、表現の工夫、本の面白さをノートに書き、今後の学習に生かす。
第Ⅱ次では「世界一美しいぼくの村」と「世界一美しい村へ帰る」を読み進める。「故郷への思い」「家族への思い」「人のやさしさ」など、どのような思いが描かれているか、本文中から引用した言葉を根拠として交流する。
初めに「世界一美しいぼくの村」の学習では、場面ごとではなく、物語全体からヤモの故郷や家族に対する思いを読み取っていくようにする。まず、「世界一美しいぼくの村」がどのような村なのかを問う。人物や場の設定、場面の構成など、物語を読み取っていくために全員が共通理解しておかなければならないことを確認する。そして、「本来のアフガニスタンのパグマンの村」と「現在のアフガニスタンのパグマンの村」という観点で比較しながら読ませる。物語に描かれている平和を感じさせる「光」の部分に赤のサイドラインを、戦争を感じさせる「影」の部分に青のサイドラインを引かせることで、対比をよりはっきりととらえさせることができる。次に、そのような故郷に対する思いと、それぞれの家族に対する思いがわかる言動を探しながら、故郷や家族に対する思いを読み深めていく。「ヤモが大切にしているものは何か」を問い、この時にも、平和を感じさせる光の部分と戦争を感じさせる影の部分を比較しながら読み進め、自分の思いや考え、分かったことをペアやグループ、全体で交流する。そうすることで、自分の考え以外の考えを知り、新たな言葉の獲得になると考えられる。
このようにヤモを中心に、故郷や家族についての思いを十分に読み取った後、最後の一文に着目し、戦争によって破壊されたもの、破壊されなかったものについて考える。戦争によって目に見えるものは破壊されたが、目には見えない家族や故郷を思う心はきっと壊されずにいるであろうことを気付かせ、ヤモたちの今後について交流さることで、次の物語の読みにつなげられるようにする。
次に「世界一美しい村へ帰る」の学習では、一年後の様子を描いた「世界一美しい村へ帰る」を読み、つながりのある物語の読みをさらに深めていく。「世界一美しいぼくの村」の読み方を基にすることで、ミラドーの故郷や家族に対する思い、ヤモに対する友情、人々の温かさや優しさなどを読み取ることができるようにする。そして、二つの物語を通して分かったことを読書後の感想として理由とともに書く。これらを交流させることで、つながりのある物語を読んで新たに気付くことがあったり、物語をより深く味わうことができたりすることに気付かせたい。さらに、同じ物語を読んでいても、読み手によって感じ方が様々であることを認め合い、互いの読みを尊重できるような態度も育てるようにする。
第Ⅲ次では、並行読書を進めてきた本の中から「本のソムリエ～読書会～」で、友だちに読んでもらいたい作品を選ぶことから始める。発表メモを書くときには、グループで協力してもよいことを知らせる。
まずはグループ内で「本のソムリエ～読書会～」を行う。交流の際には、「本のソムリエリスト」を使う。聞き手は、「本のソムリエリスト」に、話し手が発表した本の題名・作者名・わかったことや思ったことをメモする。また「読んでみたい度」を星の数で表す。メモしたことを基に発表者にアドバイスを伝える。次に、それぞれのグループから一作品を選び、学級全体で「本のソムリエ～読書会～」を行う。さらに、読書会で紹介された本の中から、自分が読んでみたい本を選び、読書の幅を広げると共に読書の面白さを味わえるようにする。
９．学習計画（全14時間）

	次
	時
	学習活動
	支援のあり方（発問・助言・補説　等）

	Ⅰ
	１

２
 ・

 ３
	○　指導者が、アーノルド・ローベルの「お手紙」シリーズを大型テレビに挿絵を映しながら、読み聞かせをする。
・　学習計画を立てる。
○　「世界一美しいぼくの村」を読み聞かせ「一人学び」をする。
・　初発の感想
・　意味調べ

・　表現の工夫

・　場面わけ
	〇　アーノルド・ローベル作「お手紙」シリーズ１作目の挿絵を大型テレビに映しながら、読み聞かせをする。
・　物語のおもしろさを具体的に３点知らせる。
1� 　２冊読んで初めて分かること
②　登場人物の人物像（２冊に共通する点）
③プラスワン（自分で考えた観点）
・　つながりのある本を読み、読書のおもしろさを伝える「本のソムリエ～読書会～」をすることを知らせ、単元の見通しをもつことができるようにする。
〇　教材文を読み進め、第Ⅱ次からの学習に備えて、自分なりの力で「一人学び」に取り組むようにする。
・難語句や、アフガニスタン・パグマンの場所、暮らしなどについて調べることで、物語の場面のイメージが湧くようにする。

	Ⅱ
	４
・

５
６
本時
７

８
９
10

本時
	○　「世界一美しいぼくの村」がどのような村であるかを、叙述を基に交流し、故郷や家族に対する思いについて考える。
・　グループに分かれて、場面ごとに根拠となる文や文章からキーワードを短冊に書くようにする。
○　結末の一文を読んで感じたことを交流することで、戦争によって破壊されたものと破壊されなかったものについて考える。
・　「世界一美しいぼくの村」を読んだ感想を書く。
○　「世界一美しい村へ帰る」を読み聞かせ「一人学び」をする。

・　初発の感想
・　意味調べ

・　表現の工夫

・　場面わけ

○　「世界一美しい村へ帰る」と「世界一美しいぼくの村」を読み、中心人物や場所を確かめ、大まかなあらすじをとらえる。

○　ミラドーの故郷や家族を思う心、友情、人の優しさが描かれている部分を探しながら読む。

・　グループに分かれて、場面ごとに根拠となる文や文章からキーワードを短冊に書くようにする。

○　「世界一美しい村へ帰る」を読み、感じたことを交流する。
	〇　本来のアフガニスタンやパグマンの村（世界一美しいぼくの村）と現在のアフガニスタンやパグマンについて描写されているところを見つけ、平和や美しい国といった光の部分（赤のサイドライン）と、戦争の影の部分（青のサイドライン）を比べながら読み取ることができるようにする。
・　ヤモの言動を中心に戦争のことにふれながら読み進め故郷を思う気持ちや家族が互いに思いやる気持ちが描写されているところを交流することで、故郷を愛する心や家族を愛する心を読み取ることができるようにする。
〇　最後の一文を読んで、戦争によって破壊されたものと破壊されなかったものについて比べながら考えるようにする。そして、最後の挿絵について考えることで、目に見えるものは破壊されたが、目に見えない思いは生き続けることに気付くことができるようにする。
・　その後ヤモたちがどうなったのかという子どもたちの続編への興味をもたせ、「世界一美しい村へ帰る」があることを紹介する。
〇　教材文を読み進め、第Ⅱ次８時間目からの学習に備えて、自分なりの力で「一人学び」に取り組むようにする。
・　難語句の意味調べ、「世界一美しいぼくの村」との違いなど、物語の場面のイメージが湧くようにする。

・　中心人物や出来事を、「世界一美しいぼくの村」を振り返りながら確かめることで、「世界一美しいぼくの村」と関連させて物語のあらすじをとらえることができるようにする。
・　「世界一美しいぼくの村」と同じように、ミラドーの帰ってきたパグマンの村の光（赤のサイドライン）と影（青のサイドライン）の部分に着目するようにする。また、登場人物の人への優しさや村への思い、家族への思いや友情、未来への希望やまだまだ復興していない村の様子などが描かれているところに線を引きながら読むことで、「世界一美しいぼくの村」と比べて読むことができるようにする。

・　「世界一美しい村へ帰る」と「世界一美しいぼくの村」を読み比べ、故郷や家族への思い、人への優しさ、友情や人の生きる力強さが描かれていることに気付き、新しく分かったことや詳しく分かったこと、自分の感想を交流する

	Ⅲ
	11
12
13
14
	○　並行読書をしていた本から自分で紹介したいシリーズ本２冊から選びあらすじを書くようにする。
○　物語の面白さを考え、三つの観点の中から選び、発表メモを書く。
○　「本のソムリエ～読書会～」を行う。
○　学級全体で「読書会」を行い、自分の読んでみたい本を決め、読み広げる。
	○　並行読書をしたつながりのある本を選び、１人から３人で紹介したい本のあらすじを書くようにする。
○　つながりのある本のおもしろさを伝えるために、
1 ２冊読んで初めてわかること。
2 登場人物の人物像（２冊の共通する点）
3 プラスワン（自分で考えた観点）
以上の三つの観点から発表メモを書く。
○　少人数グループで発表を聞き合い、発表を聞いてわかったことを「本のソムリエリスト」にメモし、交流する。
○　各グループから選ばれたシリーズ本の紹介を学級全体で聞き交流し、自分の読んでみたい本を選び、読み広げに活かせるようにする。


10．本時の学習（６／14）　４年２組
1 本時の目標

「世界一美しいぼくの村」の結末の一文を読み、破壊されたものと破壊されなかったものを比較して読み、考えたことを交流することができる。
②本時の展開

	学習活動
	主な発問（〇）と指示（△）
	指導上の留意点（・）と評価（◇）

	１．　前時までの学習を想起し、本時の学習課題を確かめる。

２．　第５場面と第６場面を音読し、物語の内容を想起する。 
３．　戦争で破壊されたものと破壊されなかったものを分けて、叙述を基にノートに書く。
４．　第６場面（結末）の挿絵と文章を読んでそれぞれの思いを考えて書くようにする。
５．　本時の学習を振り返る。

　　　　


	△　掲示物を見ましょう。

△　課題を全員で読みましょう。

△　物語の内容を確かめながら読みましょう。
○　叙述を基に、戦争で破壊されたものと破壊されなかったものを分けてノートに書きましょう。
△　家族の後ろ姿や景色の挿絵を見て、ヤモ、父、母の三人がそれぞれ思っていることを想像して書き、心で思ったり考えたりしていることは破壊されていないことに気付くことができるようにする。
△　今日の学習を振り返りましょう。

・　友達の考えを聞いてなるほどと思ったこと。

・　ペア交流のときに、コメントを伝えることができたか。
	・　アフガニスタンの国の特徴、光や影の表現について確認する。
・　分かりやすく比較するために、黒板を上下に分けて整理する。
・　個人でノートに書く→ペア対話→全体交流と段階を踏んだ交流を行う。

◇　友達の考えと自分の考えを比べながら聞き、自分の考えとその根拠が伝わるように話している。（発表・ノート）


11．板書計画




10．本時の学習（10／14）　４年１組
①本時の目標

「世界一美しい村へ帰る」と「世界一美しいぼくの村」を比較して読み、新しく分かったことや詳しく分かったこと、自分の感想の変化を交流することができる。
②本時の展開

	学習活動
	主な発問（〇）と指示（△）
	指導上の留意点（・）と評価（◇）

	１．前時までの学習を想起し、本時の学習課題を確かめる。

２．「村」と「帰る」の場面１を音読し、それぞれの物語の内容を想起する。
３．前時に、各場面のキーワードを書いた短冊を、分類しながら黒板に掲示する。

４．二つの作品を比べて読み、新しく分かったことや、詳しく分かったことをノートに書き、ペア→全体で交流する。
５．本時の学習を振り返る。

　　　
	△　掲示物を見ましょう。

△　課題を全員で読みましょう。

△　それぞれの物語の内容を確かめながら読みましょう。
△　近い内容の言葉を集めて、短冊を貼りましょう。
・村への思い　・家族への思い

・人への優しさ　・友情

・未来への希望
〇　二つの作品を比べて読み、新しく分かったことや詳しく分かったことを、根拠を基にしてノートに書きましょう。
△　今日の学習を振り返りましょう。
	・「家族への思い」「村への思い」「人の優しさ」については先に黒板に掲示する。
◇　友達の考えを自分の考えと比べながら聞き、自分の考えとその根拠が伝わるように話している。（発表・ノート）
◇　二つの物語に共通する点を読み深めたり、友情など新たに描かれている気付いて物語を読み広げたりすることができている。（ノート・発表）
・　振り返りの観点を示すことで、文章で書けるようにする。


11．板書計画






つながりのある物語を読み「本のソムリエ～読書会～」読書のおもしろさを伝えよう


「世界一美しいぼくの村」


「世界一美しい村へ帰る」


○　故郷や家族を思う心をえがいたつながりのある物語を読み、感じたことや考えたことについて話し合う。





場面と場面のつながりを読んで物語が伝えていることを考えよう


「世界でいちばんやかましい音」


○　物語の構成をとらえ、場面の展開に即して、人物の変化を読み取り、交流する。





同じ作者の世界を楽しもう


「ごんぎつね」


○　物語の構成をおさえ、場面の展開に即して読み、作者の優れた叙述について話し合う。





最後の一文を読んで考えたことをまとめて交流しよう。





世界一美しいぼくの村


　　　　　　　　　小林　豊


　め　最後の一文を読んで自分で考えたことを


まとめ、交流しよう。





その年の冬、村は戦争ではかいされ、


今はもうありません


��


　　　　　　父さん…世界一美しい村を


取りもどそう。　　


　　　　　　　母さん…家族がぶじでよかった。


　　　　　　　ヤモ…世界一のさくらんぼを


また育てよう。


　　　　　　　


　　　　　　　　　　　　


未来への希望





　・戦争で、村ははかいされたけど、ヤモ


　　の家族は希望を持って生きていくと思


った。


　・兄さんが帰ってくることを信じて、家


族で助け合って生きていくと思う。





〇ふりかえり　❤◎〇


　・友だちの意見を聞いて、心の中にある


ものははかいされていないと分かった。





第６場面　


挿絵











「世界一美しい村へ帰る」と「世界一美しいぼくの村」を比べて読み、感じたことを交流しよう。





世界一美しいぼくの村


　　　　　　　　　小林　豊


め　「世界一美しい村へ帰る」と「世界一美しいぼくの村」を比べて読み、感じたことを交流しよう。














　村への思い


　





　





　　　　　


　　　　　　














・「村」でも「帰る」でも、戦争でたくさんのものを失っているのに、知らない人とでも助け合えるのがいいなと思った。


・「ぼくの村」では、最後が悲しかったけど、「村へ帰る」の最後からは希望を感じた。


〇ふりかえり❤◎〇


・根拠は同じ文だったけれど、思いが友だちと少しちがった。


・コメントを言葉の広場から探して伝えることができた。





世界一美しい村





毎日思い出す


パグマンのこと


すももの木の下にうめた





未来への希望





長い冬が終わり


春がやってきた


やり直し











家族への思い











自分の笛をくれた


お別れパーティー


ミルクをくれた


つえをくれた





人への優しさ





友情





お父さんの笛。


大切にしまう


お父さんが歌っていた曲


パグマンの風を


君に送るよ





毎日思い出す。


おみやげ


足が前に


心がうきうき


足が前に
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